




































































































































した樺太問題と併行して，この間， 1868(M 1)年， 1870(M 3)年， 1872(M 5)年
と朝鮮に対して国交回復の使節を派遣(実は朝鮮に対する屈辱的な開港を強制〉
しつづけており，また1873(M6)年1月には徴兵令を制定し，同時に鎮台条例










































































































































































































件， 1869CM 2)年110件， 1870CM 3)年65件と質的には別として量的にはそれ
以降に比較して高揚し，その諸要求も公租，世直し，米騒動，村政改革等に集中





























翌年1月には羅卒の制定， 1871 (M 4)年から1873(M 6)年にかけて鎮台の強
化・徴兵令制定によって，逆に軍事的・警察的支配・弾圧体制の強化を許すこ
とにもなった。
































































































































































ムル」として国民皆兵を原則として常備軍は「三ヶ年ノ役ヲ帯ハシムルJ C 1 
条〉ことにし 「後備軍ハ常備軍三ヶ年ノ役ヲ勤メ終リシ者ヲ以て編成シ常に








































(1) マルクス・エンゲルス「共産党宣言J(~マルクス・エンゲノレス全集~ 4巻 480頁〉。











(7) 松井清編『近代日本貿易史~ 1 巻33頁表 I ・ 1 および34~35頁。
(8) 松井清向上書58頁表I・100






回永井秀夫「統一国家の成立J (~岩波講座日本歴史~ 14・近代 1・128頁〉。
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輸出入ノ利害ニ関スル説明書J (~大日本外交文書j 4 巻90~93頁〉。
ω 松井清編前掲書 311頁以下参照。
側 近藤哲生「殖産興業と在来産業J (~岩波講座日本歴史j 14・近代1・225頁〉。
制j岡大江志、乃夫「大久保政権下の殖産興業政策成立の政治過程J (稲田正次編『明治
国家形成過程の研究j381~83頁〉。















ω 内閣記録局編『明治職官沿革表j(合本 1)43~ 6頁。以下， ~沿革表』と略す。
倒 「東京日日新聞」明治22年 6 月 24 日刊(~日本国政事典 Ij 4頁〉。
側同上明治22年6月22日刊(同上7頁〉。
側約定書については原口清前掲書96~7 頁。





















間 『法令全書J6 の 1 巻365~74頁。
同 『法令全書J6 の 1 巻 3~5 頁。
側大江志乃夫『戒厳令J44頁。




側 レーニン「ロシア社会民主主義派のうちの後退的傾向 J (~レーニン全集J 4巻282
頁〉。
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